
琉球大学学術リポジトリ

「劉因作品」年譜　散文篇その（一）

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2007-10-25

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 會澤, 卓司, Aizawa, Takuji

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/2112URL



｢劉因作品」年譜散文篇その （ ）￣

會澤卓司

-209-



琉球大学教育学部紀要．第34集 Ｉ

今
回
の
作
品
年
譜
は
、
劉
因
の
作
品
の
う
ち
か
ら
詩
・
辞
・
賦
・
楽
府
を
除
い
た

文
だ
け
を
対
象
と
し
、
そ
の
中
で
も
特
に
製
作
年
次
の
は
っ
き
り
確
定
し
得
る
も
の

四
十
七
首
に
つ
い
て
編
年
を
行
な
い
、
第
一
次
分
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
劉
因
の
作
品
年
譜
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ
て
、
少
し
く
劉
因
文
集
の

版
本
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
版
本
の
系
統

に
よ
っ
て
収
録
作
品
数
や
文
体
の
弁
別
な
ど
に
若
干
の
異
同
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

劉
因
文
集
に
関
す
る
筆
者
の
現
在
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
大
き
く
三
つ

の
系
統
に
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

一
つ
は
、
元
の
至
順
庚
午
、
つ
ま
り
至
順
元
年
（
一
一
一
三
年
）
に
、
福
建
の
建
安
に
あ
っ

た
書
騨
宗
文
堂
の
刊
行
に
係
る
元
刊
本
の
系
統
で
あ
る
。
四
部
叢
刊
初
編
に
収
め
ら

れ
て
い
る
「
静
修
先
生
文
集
」
二
十
二
巻
は
、
そ
の
影
印
版
で
あ
る
。
こ
の
系
統
の
も

の
は
、
詩
型
、
文
体
別
に
巻
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
巻
之
一
、
五
言
古
詩
（
冒
頭
に

辞
二
首
を
含
む
）
か
ら
、
巻
之
十
四
、
七
言
絶
句
ま
で
が
詩
、
巻
之
十
五
は
楽
府
、

そ
し
て
巻
之
十
六
、
碑
か
ら
巻
之
二
十
二
、
題
、
鮫
ま
で
が
文
と
な
っ
て
い
る
。

二
つ
は
、
明
の
万
暦
十
六
年
（
一
天
〈
年
）
、
容
城
知
県
の
方
義
壮
の
校
訂
重
刊
に

係
る
「
容
城
文
靖
劉
先
生
文
集
」
四
巻
で
、
’
三
賢
集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
巻
一
・
二
が
文
体
別
に
文
を
、
巻
三
・
四
が
詩
型
別
に
詩
（
辞
・
賦
・
楽
府

も
含
む
）
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
系
統
の
も
の
と
し
て
は
、
後
に
、
清
の
光
緒
十

一
年
（
｜
〈
全
年
）
王
瀬
が
、
「
三
賢
集
」
本
の
総
謬
を
正
し
て
十
二
巻
に
ま
と
め
た

『
静
修
先
生
文
集
」
が
あ
り
、
現
在
、
畿
輔
叢
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
や

は
り
詩
型
、
文
体
別
に
巻
立
て
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
「
三
賢
集
」
本
と
は
、
文
体

「
劉
因
作
品
」
年
譜
散
文
篇
そ
の
Ｈ

の
弁
別
と
配
列
に
違
い
が
あ
り
、
ま
た
楽
府
は
全
く
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。

三
つ
は
、
明
の
弘
治
乙
丑
、
つ
ま
り
弘
治
十
八
年
（
一
一
三
年
）
に
慈
籍
知
県
の
崔

対
が
校
正
童
刊
し
た
『
静
修
先
生
文
集
」
三
十
巻
の
系
統
で
あ
る
。
こ
の
系
統
の
も

の
は
、
前
の
二
者
と
は
違
っ
て
、
詩
型
、
文
体
別
に
全
体
を
巻
立
て
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
劉
因
の
作
品
集
の
成
立
順
に
構
成
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
劉
因
の
自
選

詩
集
と
い
わ
れ
て
い
る
「
丁
亥
集
」
五
巻
を
巻
首
に
置
き
、
次
い
で
彼
の
門
人
、
故

友
の
編
纂
に
係
る
「
樵
庵
詞
」
一
巻
、
「
遺
文
」
六
巻
、
「
遺
詩
」
六
巻
、
「
詩
文

拾
遺
」
七
巻
、
更
に
楊
俊
民
の
褒
録
に
係
る
「
続
集
」
三
巻
、
買
舜
の
編
纂
に
係
る

「
附
録
」
（
上
・
下
）
｜
｜
巻
の
合
わ
せ
て
三
十
巻
を
合
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
「
附
録
」
二
巻
は
、
劉
因
に
関
す
る
資
料
を
集
め
た
も
の
で
、
劉
因
自
身
の
作

品
そ
の
も
の
で
は
な
い
。

以
上
、
劉
因
文
集
の
版
本
に
つ
い
て
簡
単
な
説
明
を
加
え
て
き
た
が
、
三
系
統
そ

れ
ぞ
れ
に
も
種
々
の
版
本
が
存
し
て
お
い
、
そ
れ
ら
の
来
歴
や
そ
の
関
係
、
ま
た
文

集
成
立
の
事
情
な
ど
も
含
め
て
版
本
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
だ
け
で
検
討
を
加
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
あ
る
。
こ
の
版
本
に
関
す
る
詳
細
は
、
稿
を
改
め
て
論
述
す

る
予
定
で
あ
る
の
で
、
い
ま
こ
こ
で
は
、
こ
れ
以
上
触
れ
な
い
。

さ
て
、
前
述
の
版
本
の
一
一
一
系
統
の
う
ち
、
一
番
目
は
四
部
叢
刊
本
を
、
二
番
目
は

畿
輔
叢
書
本
を
、
三
番
目
は
内
閣
文
庫
の
三
十
巻
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
こ
の
年

譜
を
作
成
し
た
。
い
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
キ
ス
ト
に
従
っ
て
、
作
品
の
収
録
状
況
を

比
べ
て
み
る
と
、
収
録
作
品
数
が
一
番
少
な
い
の
は
、
四
部
叢
刊
本
で
九
十
首
、
次

い
で
畿
輔
叢
書
本
が
百
十
首
、
収
録
数
の
一
番
多
い
の
が
内
閣
文
庫
本
で
百
十
四
首

會
澤
卓
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と
な
っ
て
い
る
。
後
二
者
の
作
品
収
録
数
の
差
は
四
首
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際

は
六
首
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
畿
輔
叢
書
本
、
巻
三
、
書
の
項
に
あ
る
「
與
趙
安

書
」
は
三
題
に
な
っ
て
い
る
が
、
内
閣
文
庫
本
で
は
「
続
集
」
巻
二
、
雑
著
の
項
に

「
與
趙
安
之
手
書
」
と
一
題
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
内
容
は
畿
輔
叢

書
本
の
三
題
と
重
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
三
題
と
数
え
る
と
、
内
閣
文
庫
本
は
全
部

で
百
十
六
首
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
六
首
の
差
の
内
訳
は
、
内
閣

文
庫
本
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘
賛
雑
文
の
項
に
あ
る
「
書
王
維
後
」
一
首
と
、
同

「
詩
文
拾
遺
」
巻
七
、
先
世
雑
事
記
の
項
に
あ
る
五
首
が
、
畿
輔
叢
書
本
に
は
収
録

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
四
部
叢
刊
本
収
録
の
九
十
首
は
、
他
の
二
者
と

一
一
十
乃
至
二
十
六
首
も
の
差
が
あ
り
、
そ
の
内
訳
を
述
べ
る
と
煩
噴
に
な
る
の
で
、

い
ま
は
説
明
を
省
略
す
る
。
た
だ
、
こ
の
九
十
首
を
内
閣
文
庫
本
の
も
の
と
比
べ
て

み
る
と
、
「
続
集
」
に
収
録
さ
れ
た
作
品
が
、
｜
っ
も
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
が
特

徴
的
で
あ
る
。

次
に
、
以
下
に
掲
載
す
る
表
に
つ
い
て
若
干
説
明
を
加
え
て
お
き
た
い
。

仙
・
行
跡
は
、
基
本
的
に
は
、
蘇
天
爵
の
「
滋
溪
文
簗
』
巻
八
所
収
の
「
静
修
先

生
劉
公
墓
表
」
に
よ
っ
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
『
元
史
」
及
び
「
新
元
史
』
の
劉
因

伝
を
も
参
照
し
癖
・

②
・
作
品
名
の
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
る
作
品
題
名
及
び
「
」
内
の
記
事
は
、
内

閣
文
庫
本
に
よ
っ
た
。

③
．
備
考
欄
に
は
、
上
欄
記
載
の
作
品
が
、
内
閣
文
庫
本
、
四
部
叢
刊
本
、
畿
輔

叢
書
本
、
そ
れ
ぞ
れ
の
何
巻
何
の
項
に
収
録
さ
れ
て
い
る
か
を
記
し
た
。
ま
た
上
欄

記
載
の
作
品
題
名
及
び
「
‐
｜
記
事
と
他
の
テ
キ
ス
ト
と
の
間
に
異
同
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
左
傍
に
「
」
で
示
し
た
。
尚
、
備
考
欄
記
載
の
テ
キ

ス
ト
は
左
記
の
如
く
略
記
し
て
あ
る
。

内
閣
文
庫
本
↓
（
閣
）

四
部
叢
刊
本
↓
（
四
）

畿
輔
叢
書
本
↓
（
輔
）

元
文
鰊
↓
（
類
）

－２１１－

季二|妻
震

一宗

庚
戌

（
海
迷
失
）

己
酉

皇
帝
紀
年

干
支

一
○

理
宗

淳
祐
九

皇
帝
紀
年

一
二
五
二

一
二
五
一

’
二
五
○

一
二
四
九

西
暦

四 ＝
￣

年
令

尚
書
を
お
ぼ
え
、
曰
に
千
百
も

の
文
字
を
書
き
連
ね
、
読
ん
だ

も
の
は
す
べ
て
暗
記
し
た
。

劉
因
、
こ
の
年
の
二
月
、
保
定

容
城
に
生
ま
れ
る
。
父
は
述
、

母
は
陳
氏
。

一
丁

跡
〃
▲
幻
Ⅱ

作
口
叩

名
備
考
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－２１２－

癸
亥四

壬
戌三

辛
酉

中
庚統

世

申一祖
己
未九

戊
午八

丁
巳七

丙
辰六

乙
卯五 舅 四

癸
丑三

皇
帝
紀
年

干
支

四
一

一

￣

景
定
一

開
慶
一

六 五 四
一

一

一

宝
祐
一

皇
帝
紀
年

一一一一ハ’一一

一一一一ハーー

一
一
一
一
ハ
一

一
二
六
○

一
二
五
九

一
二
五
八

一
二
五
七

一
二
五
六

一
二
五
五

一
二
五
四

一
二
五
三

一
五

一
四

一
○

九 八 七 六 五文
章
を
作
る
こ
と
を
お
ぼ
え
評
。

詩
を
書
く
こ
と
を
お
ぼ
え
る
。

行
跡

作
ロ
、

名
備
考
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辛
未八

庚
午七

己
巳六

戊
辰五

丁
卯四

丙
寅三

乙
丑

至
元
一

甲
子

干

支

皇
帝

窪

七 六 五 四
一

一

￣

威
淳
一

度

五宗

皇
帝
紀
年

一
二
七
一

’
二
七
○

一
二
六
九

’
二
六
八

一
二
六
七

一
一
二
ハ
ー
ハ

一
二
六
五

一
二
六
四

二
○

一
九

一
八

’
七

一
一
ハ

才
器
は
、
ぬ
き
ん
で
て
す
ぐ
れ

て
お
り
、
毎
日
記
録
や
文
書
を

調
べ
「
希
聖
解
」
を
作
郡
。

行
跡

○
「
集
註
陰
符
経
序
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
八
年
四
月
望
日
、
容
城
劉
某
書
」
と
あ
る
。

○
「
宣
化
堂
記
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
庚
午
十
二
月
朔
、
易
川
劉
駆
謹
記
」
と
あ
る
。

○
「
馴
鼠
記
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
七
年
十
一
月
三
日
記
」
と
あ
る
。

○
「
希
聖
解
儲
」

本
文
の
最
初
に
「
歳
丁
卯
」
と
あ
る
。

○
「
弔
荊
舸
文
」

序
文
に
「
歳
丙
寅
十
月
」
と
あ
る
。

・
作

ロ
叩

々
ロ

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
五
、
序
説
。

（
四
）
巻
十
九
、
序
。

「
趙
徴
士
集
註
陰
符
経
序
」

（
輔
）
巻
二
、
序

「
陰
符
経
集
註
序
」

（
閣
）
「
拾
遺
」
巻
六
、
記
崖
星

詞
賛
疏
題
駁
。

（
輔
）
巻
二
、
記

◎

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
四
、
記

（
四
）
巻
十
八
、
記
。

（
輔
）
巻
二
、
記
。

。

（
闇
）
「
拾
遺
」
巻
四
、
雑
著

（
輔
）
巻
一
、
雑
著
。

。

（
閣
）
「
拾
遺
」
巻
四
、
雑
著

（
輔
）
巻
五
、
序
。

○

備
考
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丙一
子三

乙
亥 甲一

戌一
癸一
酉○

壬
申九

皇
帝
紀
年

干
支

端
宗

景
炎
一

徳
祐
一

恭

○宗 九 八

皇
帝
紀
年

一
二
七
六

一
二
七
五

一
二
七
四

一
二
七
三

一
二
七
二

二
八

二
七

一一一ハ

二
五

二
四

ノー■

ｲ丁

跡

○
「
太
極
圖
後
記
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
丙
子
八
月
望
曰
、
静
修
新
齋
記
」
と
あ
る
。

○
「
田
景
延
寓
眞
詩
序
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
十
二
年
三
月
望
日
、
容
城
劉
某
書
」
と
あ

る
。

○
「
書
東
玻
傳
神
記
後
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
十
二
年
三
月
望
日
書
」
と
あ
る
。

○
「
柏
蕃
記
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
十
年
春
二
月
吉
日
、
械
成
記
」
と
あ
る

○
「
鯛
川
圖
記
」

ｏ

本
文
中
に
「
癸
酉
春
、
予
得
観
之
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
三
月

望
日
記
」
と
あ
る
。

作
品
名

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
一
、
雑
著
。

（
四
）
巻
二
十
二
、
題
践

「
書
太
極
圖
後
」

（
輔
）
巻
一
、
雑
著
。

（
類
）
巻
三
十
八
、
題
践
。

「
記
太
極
圖
後
」

。

（
闇
）
「
拾
遺
」
巻
六
、
記
匿
異

詞
賛
跡
題
駁
。

（
四
）
巻
十
九
、
序

（
輔
）
巻
二
、
序
。

。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
輔
）
巻
三
、
書
後
題
跳

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
一
、
雑
著
。

（
四
）
巻
十
八
、
記
。

（
輔
）
巻
一
、
雑
著
。

（
類
）
巻
二
十
八
、
記
。

（
閣
）
「
適
文
」
巻
四

（
四
）
巻
十
八
、
記
。

（
輔
）
巻
二
、
記
。

、
己雷
Ⅱ

。

備
考
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－２１５－

丁一
丑四

皇
帝
紀
年

干
支

皇
帝
紀
年

一
二
七
七
二
九

行
跡

○
「
築
隷
偏
労
正
調
序
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
丙
子
八
月
既
望
序
」
と
あ
る
。

○
「
徐
生
哀
挽
序
」

本
文
の
最
初
に
「
至
元
十
二
年
秋
九
月
」
と
あ
り
、
末
尾
に
「
明

年
正
月
既
望
、
容
城
劉
某
序
」
と
あ
る
。

○
「
退
齋
記
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
丙
子
八
月
靴
望
、
容
城
劉
某
記
」
と
あ
る
。

○
「
書
饗
養
圖
後
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
丁
丑
正
月
丙
寅
、
容
城
劉
某
書
」
と
あ
る
。

○
「
駁
魯
公
祭
季
明
姪
文
眞
蹟
後
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
丁
丑
八
月
癸
亥
日
、
容
城
劉
某
書
」
と
あ

る
◎

○
「
践
朱
文
公
傑
然
直
方
二
帖
眞
蹟
後
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
丁
丑
八
月
壬
戌
日
書
」
と
あ
る
。

作
ロ
叩

名

（
閣
）
「
拾
遺
」
巻
六
、
記
序
哀

詞
賛
疏
題
敬

（
輔
）
巻
三
、
書
後
題
駁
。

（
閣
）
函
凪
翌
巻
六
、
記
庄
塁
詞
賛

疏
題
験

（
四
）
巻
二
十
二
、
題
駁
。

（
輔
）
巻
三
、
書
後
題
践
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘
賛

雑
文

（
四
）
巻
二
十
二
、
題
駁
。

（
輔
）
巻
三
、
書
後
題
駁
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
五
、
序
説
。

（
四
）
巻
十
九
、
序
。

（
輔
）
巻
二
、
序
。

（
闇
）
「
遺
文
」
巻
五
、
序
説
。

（
四
）
巻
十
九
、
序
。

（
輔
）
巻
二
、
序
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
四
、
記

（
四
）
巻
十
八
、
記
。

（
輔
）
巻
二
、
記
。

（
類
）
巻
二
十
八
、
記
。

。

備
考
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戊一
寅五

皇
帝
紀
年

干
支

帝
禺

祥
興
一

皇
帝
紀
年

一
二
七
八
三
○

行
跡

○
「
書
王
子
端
草
書
後
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
十
五
年
正
月
二
十
三
日
書
」
と
あ
る
。

○
「
洛
水
李
君
墓
隷
」

文
中
に
二
十
五
年
春
、
純
一
遣
使
持
君
世
次
行
事
、
請
於
予

曰
…
」
と
あ
る
。

○
「
玉
田
楊
先
生
哀
辞
醤
」

序
文
に
「
至
元
丙
子
（
一
二
七
六
）
」
と
あ
り
、
更
に
「
又
二

年
、
遇
謂
予
曰
…
」
と
あ
る
。

「
饗
養
古
器
記
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
丁
丑
十
月
朔
、
容
城
劉
某
記
」
と
あ
る
。

○
「
践
懐
素
藏
眞
律
公
二
帖
墨
本
後
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
丁
丑
七
月
己
亥
書
」
と
あ
る
。

作
品
名

（
闇
）
「
逝
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
二
十
二
、
題
駁
。

（
輔
）
巻
三
、
脅
後
題
験
。

（
閣
）
「
適
文
」
巻
三
、
碑
銘
表
誌
。

（
四
）
巻
十
七
、
墓
表
。

「
二
十
五
年
春
…
」

（
輔
）
巻
四
、
碑
銘
誌
表
。

「
二
十
五
年
春
…
」

（
閣
）
「
恰
適
」
巻
六
、
記
序
哀

詞
賛
跡
題
駁
。

（
四
）
巻
二
十
、
哀
辞
。

（
輔
）
巻
四
、
碑
銘
誌
表
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
四
、
記

（
四
）
巻
十
八
、
記
。

（
輔
）
巻
二
、
記
。

。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
二
十
二
、
題
駁
。

（
輔
）
巻
三
（
書
後
題
駁
。

（
類
）
巻
三
十
八
？
題
駁
。

備
考
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－２１７－

辛一
巳八

庚一
辰七

己一
卯六

皇
帝
紀
年

干
支

皇
帝
紀
年

一
二
八
一

一
二
八
○

’
二
七
九

／~、

鬮
滅
ぶ

一
丁

跡
名
刀
０

○
「
静
華
君
張
氏
墨
竹
詩
序
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
辛
巳
二
月
既
望
、
容
城
劉
某
序
」
と
あ
る
。

○
「
高
林
重
修
孔
子
廟
記
」

文
中
に
「
迄
今
至
元
庚
辰
（
一
二
八
○
）
」
と
あ
り
、
文
末
に

「
又
明
年
秋
九
月
晦
日
、
容
城
劉
某
記
」
と
あ
る
。

○
「
王
景
勉
名
字
説
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
己
卯
二
月
癸
未
、
容
城
劉
某
書
」
と
あ
る
。

○
「
武
遂
楊
翁
遺
事
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
十
六
年
正
月
十
六
日
、
書
於
吟
風
亭
」

と
あ
る
。

○
「
己
卯
春
鐸
菜
先
聖
文
」

題
に
「
己
卯
春
」
と
あ
る
。

作
，

ロ
叩

名

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
五
、
序
説
。

（
四
）
巻
十
九
、
序
。

（
輔
）
巻
二
、
序
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
四
、
記

（
四
）
巻
十
八
、
記
。

（
輔
）
巻
二
、
記
。

。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
二
十
、
説

（
輔
）
巻
一
、
説
。

◎

（
閣
）
「
恰
適
」
巻
四
、
雑
著
。

（
四
）
巻
二
十
一
、
雑
著
。

（
輔
）
巻
四
、
記
事
。

（
闇
）
「
適
文
」
巻
一
、
雑
著
。

（
四
）
巻
二
十
、
祝
文
。

（
輔
）
巻
五
、
祭
弔
文
。

（
類
）
巻
四
十
八
、
祝
文
。

備
考
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一一一一

乙
酉 $三

二
○

癸
未 壬一

午九

皇
帝
紀
年

干
支

皇
帝
紀
年

一
二
八
五

一
二
八
四

’
二
八
三

一
二
八
二

三
七

一一一一ハ

三
五

三
四

母
楊
氏
亡
く
な
る
。

承
徳
郎
、
右
賛
善
大
夫
に
抜
擢

さ
れ
る
。
ほ
ど
な
く
し
て
、
母

の
病
の
た
め
、
官
を
辞
し
て
帰

る
。

一
丁

跡
〃
〃
３
０

○
「
武
強
尉
孫
君
墓
銘
」

本
文
の
最
初
に
「
戊
申
（
’
二
四
八
）
夏
六
月
」
と
あ
り
、
文

中
に
「
後
三
十
有
八
年
、
継
賢
始
、
状
其
爵
里
、
且
調
所
遺
言
、

請
予
銘
…
」
と
あ
る
。

○
「
郭
夫
人
張
氏
墓
誌
銘
」

文
中
に
「
以
至
元
廿
一
年
五
月
廿
三
日
以
疾
卒
」
と
あ
り
、
更

に
「
謙
以
状
如
右
請
銘
…
」
と
あ
る

○
「祭王彦才如「’

○

本
文
末
尾
に
「
甲
申
十
一
月
」
と
あ
る
。

○
「
易
州
太
守
郭
君
墓
誌
銘
」

文
中
に
「
甲
寅
（
’
二
五
四
）
三
月
十
日
卒
」
と
あ
り
、
更
に

「
後
三
十
年
、
謙
泣
涕
来
請
日
…
」
と
あ
る
。

作
ロ
叩

名

（
閣
）
「
適
文
」
巻
一
一
、
碑
銘
表
誌

（
四
）
巻
十
七
、
墓
銘
。

（
輔
）
巻
四
、
碑
銘
誌
表
。

。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
一
一
、
碑
銘
表
誌

（
四
）
巻
十
七
、
墓
銘
。

（
輔
）
巻
四
、
碑
銘
誌
表
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
二
十
、
祭
文
。

。

「
祭
参
知
政
事
王
彦
才
文
」

（
輔
）
巻
五
、
祭
弔
文
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
三
、
碑
銘
表

誌
。

（
四
）
巻
十
七
、
墓
銘
。

（
輔
）
巻
四
、
碑
銘
誌
表
。

備
考
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’’一ハ

己
丑

二
五

戊
子 ］

亥四

一一一一一

丙
戌

皇
帝
紀
年

干
支

皇
帝
紀
年

’
二
八
九

一
二
八
八

一
二
八
七

一
二
八
六

四
一

四
○

三
九

三
八

一
丁

跡
少
夕
刎
０

○
「
嘉
氏
子
字
説
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
己
丑
冬
至
日
、
牧
渓
翁
書
」
と
あ
る
。

○
「
請
趙
提
學
疏
ｒ
蕊
Ⅱ
」

題
注
に
「
丁
亥
正
月
」
と
あ
る
。

○
「
中
祀
鐸
璽
儀
序
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
戊
子
八
月
望
日
、
劉
某
序
」
と
あ
る
。

○
「
廉
公
恵
更
名
序
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
戊
子
十
月
既
望
、
容
城
劉
某
序
」
と
あ
る
。

○
「
歸
雲
庵
記
」

文
中
に
「
至
元
丙
戌
、
用
之
女
夫
梛
淵
…
」
と
あ
り
、
末
尾
に

「
是
年
三
月
望
日
、
容
城
劉
某
記
」
と
あ
る

○

作
ロ
叩

名

（
闇
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
二
十
、
説

（
輔
）
巻
一
、
説
。

◎

（
闇
）
｜
，
遺
文
」
巻
五
、
序
説
。

（
四
）
巻
十
九
、
序
。

（
輔
）
巻
二
、
序
。

（
闇
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
十
九
、
序

（
輔
）
巻
二
、
序
。

０

（
閣
）
「
拾
遺
」
巻
六
、
記
序
哀

詞
賛
疏
題
駿
。

（
輔
）
巻
三
、
疏

。

（
閣
）
「
拾
遺
」
巻
六
、
記
序

哀
詞
賛
疏
題
験
。

（
四
）
巻
十
八
、
記

（
輔
）
巻
二
、
記
。

。

備
考
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二
八

辛
卯

二
七

庚
寅

皇
帝
紀
年

干
支

皇
帝
紀
年

一
二
九
一

一
二
九
○

四
三

四
二

五
月
二
十
八
日
、
お
こ
り
病
が

再
発
。
八
月
、
容
城
に
あ
る
祖

先
の
墓
の
側
に
仮
小
屋
を
つ
く

ら
せ
る
。

二
十
一
日
、
集
賢
学
士
、
嘉
議

大
夫
と
し
て
召
さ
れ
た
が
、
病

気
を
理
由
に
断
る
。

子
供
を
亡
く
し
て
か
ら
、
お
こ

り
病
に
か
か
る
が
、
秋
に
は

治
る
。 行
跡

○
「
祭
張
御
史
文
」

文
末
注
に
「
辛
卯
八
月
」
と
あ
る
。

○
「
壽
史
翁
百
歳
詩
序
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
辛
卯
二
月
望
曰
、
樵
庵
序
」
と
あ
る
。

○
「
祭
王
利
夫
文
」

文
末
注
に
「
庚
寅
四
月
」
と
あ
る
。

○
「
以
中
李
公
名
字
説
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
庚
寅
二
月
吉
日
‐
｜
と
あ
る
。

○
「
古
里
氏
名
字
序
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
庚
寅
重
九
曰
、
牧
渓
翁
序
」
と
あ
る
。

作
ロ
叩

名

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
二
十
、
祭
文
。

（
輔
）
巻
五
、
祭
弔
文
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
五
、
序
説
。

（
四
）
巻
十
九
、
序
。

（
輔
）
巻
二
、
序
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
二
十
、
祭
文

。

「
祭
郷
丈
王
利
夫
文
」
，

（
輔
）
巻
五
、
祭
弔
文
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
二

Ｏ
Ｆ
Ｉ
、
説

。

「
少
中
李
公
名
字
説
」

（
輔
）
巻
一
、
説

。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
六
、
序
説
銘

賛
雑
文
。

（
四
）
巻
十
九
、
序

（
輔
）
巻
二
、
序
。

。

備
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二
九

壬
辰

皇
帝
紀
年

干
支

皇
帝
紀
年

一
二
九
二
四
四
国
子
助
教
の
呉
明
、
書
を
朝
廷

に
た
て
ま
つ
っ
て
、
劉
因
を
国

子
祭
酒
に
す
す
め
る
。

一
丁

跡
〃
Ｐ
Ｓ
Ｉ

○
「
遂
初
亭
説
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
壬
辰
重
九
日
、
劉
某
書
」
と
あ
る
。

○
「
種
徳
亭
記
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
壬
辰
八
月
望
日
、
容
城
劉
某
記
」
と
あ
る
。

○
「
鶴
篭
記
」

本
文
末
尾
に
「
至
元
壬
辰
冬
十
月
望
日
、
劉
某
記
」
と
あ
る
。

Ｕ
「
正
議
大
夫
禮
部
尚
書
王
公
神
道
碑
銘
」

○
「
遊
高
氏
園
記
「
一

本
文
末
尾
に
「
至
元
辛
卯
四
月
望
日
記
」
と
あ
る
。

○
「
與
政
府
書
」

文
中
に
「
某
生
四
十
三
年
」
と
あ
る
。

作
品
名

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
五
、
序
説
。

（
四
）
巻
二
十
、
説
。

（
輔
）
巻
一
、
説
。

（
闇
）
「
遺
文
」
巻
四
、
記

（
四
）
巻
十
八
、
記
。

（
輔
）
巻
二
、
記
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
四
、
記

（
四
）
巻
十
八
、
記
。

（
輔
）
巻
二
、
記
。

（
類
）
巻
二
十
八
、
記
。

◎

。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
二
、
碑
銘
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
四
、
記

（
四
）
巻
十
八
、
記
。

（
輔
）
巻
二
、
記
。

（
閣
）
「
適
文
」
巻
一
。

（
四
）
巻
二
十
一
、
轡
。

「
上
宰
相
書
」

（
輔
）
巻
三
、
書
。

（
類
）
巻
三
十
七
、
書

「
上
宰
相
書
」

。

◎

備
考
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①
現
在
、
鞭
打
が
Ⅱ
翻
し
得
た
版
本
は
、
以
下
の
友
の
如
く
九
刺
類
で
あ
る
。

注

題
巻静修先生文集

３０巻

静修先生文集

３０巻

題名

巻数

所蔵(静嘉堂文庫蔵）’（内閣文庫蔵）

集
詩
文
詩
遺
集
録

亥
庵
丁
樵
遺
適
拾
続
附

巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻

５
１
６
６
７
３
２

集
詩
文
詩
遺
集
録

亥
庵
丁
樵
遺
遺
拾
続
附

巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻

５
１
６
６
７
３
２

樵

成

･至正九年九月

十一日牒

７１コ

．永樂二十一年

（1423年）

陳立可序

･成化己亥序

（1479年）

･弘治乙丑

（1505年）

王宗舜序

･弘治辛酉

（1501年）

周旋序

<巻末＞

･弘治乙丑

（1505年）

･弘治乙丑

（1505年）

王宗3$＃序

･弘治辛酉

（1501年）

周旋序

〈巻末＞

･弘治乙丑

（1505年）

崔繍戯

<巻末＞

序
・
践
等

明

●

崔総験

<巻末〉

情

-222-

癸三
巳○

皇
帝
紀
年

干
支

皇
帝
紀
年

一
二
九
三
四
五

跡
一
丁

ノ
ロ
イ
０

夏
四
月
十
六
日
、
容
城
に
お
い

て
、
生
涯
を
終
え
る
。

○
「
賜
杖
詩
序
」

本
文
の
最
初
に
「
至
元
二
十
九
年
春
」
と
あ
り
、
文
末
に
「
明

年
二
月
望
日
、
劉
某
謹
序
」
と
あ
る
。

作
ロ
叩

名

本
文
中
に
「
明
年
蕊
」
と
あ
り
、
更
に
「
其
孤
鵬
持
集
賢
直

學
士
趙
孟
狐
所
選
行
状
来
請
…
」
と
あ
る
。

（
閣
）
「
遺
文
」
巻
五
、
序
説
。

（
四
）
巻
十
九
、
序
。

（
輔
）
巻
二
、
序
。

（
四
）
巻
十
六
、
碑

○

「
大
元
故
正
議
大
夫
禮
部

尚
書
王
公
神
道
碑
銘
」

（
輔
）
巻
四
、
碑
銘
誌
表
。

備
考



倉澤：「劉因作品」年譜散文篇その(1)

静修先生文集｜静修先雄文襲｜錨ｲﾋﾞ

4芝羨１駅心ﾌﾞkＥｌｚ４壱§１u》麺

静嘉室文庫蔵)’（内閣文庫周

叉６

図又６巻｜樵庵房

党６巻｜輔

Ｈｆ詩６甥

笥硫

含辛匹

-223-

序
・
験
等

明

Ｉ

←僻辮健僻序礎鵬辮議榴碑辨辨砺》》
永
成
弘
弘
嘉

樒州辮》樒膀“辮碑》》
弘
弘
鼎

Ｊ
１

酉
畔
序
丑
奔
祓

辛
卯
旋
乙
釦
純

治
０
周
治
、
窪

弘
弘

●
●

年一ハ
ー靖嘉

ｊ年７３５１く

修重堅汪

，末巻く

静修先生文集

２２巻

(匹lill蝋flIiﾘ卿！；i築部）

静修先生文集

24巻抄本

(静嘉堂文庫蔵）

静修業

24巻抄本

(内閣文庫蔵）

劉静修文集

24巻

(内閣文庫蔵）

静修先生文集

30巻

(宮内庁書陵部蔵）

題名

巻数

所蔵

22巻

補遺上下２巻

遺文６巻

週詩６巻

詩文拾遺７巻

続集３巻

附録２巻

遺詩６巻

道文６巻

詩文拾遺７巻

続集３巻

附録２巻

巻
巻
巻
巻
巻
巻
巻

５
１
６
６
７
３
２

集
詞
文
詩
遺
集
録

亥
庵
丁
樵
遺
遺
拾
続
附

構
成

･至正九年九

月十一日牒

一元

情
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②
『
元
史
』
巻
一
百
七
十
一
、
列
側
第
打
十
八
。
『
新
元
史
』
巻
一
百
七
十
、
列
僻
第
六
十
七
。
尚
、
劉

因
は
四
十
近
年
と
い
う
比
較
的
短
い
生
涯
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
官
界
に
出
る
こ
と
も
な
く
、
大
方
は
郷
里

で
過
ご
し
た
人
物
で
あ
る
だ
け
に
、
手
が
か
り
に
な
る
よ
う
な
邪
柄
が
見
い
出
し
に
く
い
と
い
う
難
し
さ

が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
表
の
行
跡
欄
の
内
容
で
は
、
未
だ
不
十
分
な
の
で
、

漸
次
充
実
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

③
蘇
天
爵
の
編
纂
し
た
『
元
文
類
』
に
は
、
劉
因
の
文
十
九
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
蘇
天
爵
は
、
劉
因

の
亡
く
な
っ
た
翌
年
一
二
九
四
年
に
生
ま
れ
一
一
一
一
五
二
年
に
死
ん
で
い
る
の
で
、
劉
因
の
生
涯
と
重
な
る

こ
と
は
無
か
っ
た
が
、
若
い
頃
劉
因
門
下
の
安
煕
に
従
っ
て
劉
囚
の
米
子
学
を
学
ん
で
い
る
。

④
こ
の
項
、
『
元
史
』
の
伝
で
は
、
劉
因
七
才
の
時
の
こ
と
に
左

⑤
こ
の
項
、
『
滋
渓
文
藥
』
で
は
、
「
弔
荊
輌
文
」
も
作
っ
た
よ

て
い
る
の
で
、
い
ま
こ
れ
に
従
う
。
前
欄
作
品
名
の
項
を
参
照
。

⑥
一
」
の
作
品
の
制
作
年
が
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
十
年
も
の
差
紙

を
持
た
な
い
の
で
、
潮
ら
く
は
、
内
閣
文
庫
本
に
従
っ
て
お
く
。

⑦
こ
の
作
品
と
、
至
元
一
十
七
年
の
項
に
あ
る
「
祭
王
利
夫
又
」

テ
キ
ス
ト
に
よ
っ
て
十
年
も
の
差
が
あ
っ
て
問
題
で
あ
る
が
、

劉
因
七
才
の
時
の
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
弔
荊
輌
文
」
も
作
っ
た
と
あ
る
が
、
本
文
序
文
に
歳
が
明
記
さ
れ

、
及
び
同
二
十
八
年
の
頃
に
あ
る
「
祭

い
ま
決
め
手

張
御
史
」
の
三
つ
の
作
品
は
、
四
部
輩
刊
本
と
他
二
本
と
で
は
、
誕
戦
に
違
い
が
あ
る
。
例
え
ば
、
「
祭

正
彦
才
又
」
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
四
部
叢
刊
本
で
は

維
至
元
二
十
一
年
、
歳
次
甲
申
、
十
一
月
乙
亥
朔
、
越
二
十
日
印
午
、
容
城
劉
某
、
謹
以
茶
果
二
璽
叙
、

●
●
□
●
■
●
●
①
●

告
干
故
参
知
政
事
王
公
之
遜

と
い
う
上
合
い
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
他
の
二
本
は
、
右
文
の
傍
点
の
部
分
「
故
参
知
政
事
王
公
之
露
」

か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
の
文
は
欠
落
し
て
い
る
。
そ
の
か
わ
り
文
末
に
「
甲
申
十
一
月
」
と
歳

次
を
注
記
し
て
あ
る
。
後
の
二
作
品
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
恐
ら
く
は
、
祭
又
の

定
型
に
合
致
し
て
い
る
四
部
叢
刊
本
の
方
が
、
正
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

224

容城又端劉先生

文集４巻

(三賢集東方文化
学院京都研究所）

静修先生文集12巻

(幾輪叢脅初編集

部東方文化学院

京都研究所）

題名

巻数

所蔵

構
成

･那寳序

･崔銑序

･萬歴十六年

戌子

(1588年）

方義壮序

・至正九年九

月十一日牒

一元

･那賓序

明

．光緒十一年

乙酉

(1885年）

王i顎欽

く巻末＞

滴


